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純：ステロイド抵抗性リウマチ性多発筋痛症におけるサイトカイン/成長因子等の解析. 日本臨床免疫学会総会プ

ログラム・抄録集 51回: 119, 2023.

住吉玲美,大塚瑞奈,福井翔一,森本心平,細萱直希,古賀智裕,川上　純：腫大リンパ節領域数からのキャッスルマン

病/TAFRO症候群の臨床的特徴の解析 全国レジストリを用いた米国との比較検討. 日本内科学会雑誌 112(臨増): 
189, 2023.

尾長谷　靖,入来　隼,深堀　範,高田寛之,松永昭一,福島千鶴,永江由香,竹本真之輔,坂本憲穂,石松祐二,迎　寛：喘

息患者における「咳音」「発声音」解析による呼吸機能と気道抵抗の予測に関する検討. 日本呼吸器学会誌 
12(増刊): 336, 2023.
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住吉玲美,古賀智裕,大塚瑞奈,來留島章太,道辻　徹,梅田雅孝,福井翔一,川上　純：難治性の特発性多中心性キャッ

スルマン病、TAFRO症候群に対してシロリムスを投与した8例の経験. 日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録

集 51回: 113, 2023.

大塚瑞奈,川尻真也,來留島章太,住吉玲美,古賀智裕,岩本直樹,川上　純：イキセキズマブ(IXE)が有効であった

EMO症候群に合併した掌蹠膿疱症性骨関節炎(PAO)の一例. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 65th:  2023.

高園貴弘,細萱直希,伊藤裕也,芦澤信之,平山達朗,武田和明,岩永直樹,泉川公一,矢寺和博,柳原克紀,迎　寛：医療・

介護関連肺炎におけるラスクフロキサシン錠の有効性・安全性の検討. 日本感染症学会総会・学術講演会・日本

化学療法学会学術集会合同学会プログラム・抄録集 97回・71回: O, 2023.

細萱直希：臨床研究の立ち上げ・支援の活用. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 236-237, 2023.

川上　純,辻　良香,住吉玲美,大塚瑞奈,福井翔一,古賀智裕：自己炎症性疾患診断の進め方とポイント. 日本リウマ

チ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 67回: 366, 2023.

高園貴弘,伊藤裕也,芦澤信之,平山達朗,武田和明,岩永直樹,田代将人,細萱直希,柳原克紀,泉川公一,迎　寛：非結核

性抗酸菌とA.fumigatusとの相互作用解析. 結核 98(4): 116, 2023.

井川　敬,池田聡司,道辻　徹,清水俊匡,梅田雅孝,福井翔一,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,岩本直樹,玉井慎美,折口智

樹,折口智樹,川上　純：抗セントリオール抗体陽性の強皮症関連肺高血圧症(SSc-PAH)の二症例. 九州リウマチ学

会プログラム抄録集 66th: 90, 2023.

道辻　徹,川尻真也,川尻真也,辻　良香,清水俊匡,梅田雅孝,福井翔一,住吉玲美,古賀智裕,岩本直樹,井川　敬,玉井慎

美,折口智樹,折口智樹,川上　純：HLA-DRB1SEが関節リウマチ治療反応性に与える影響. 九州リウマチ学会プロ

グラム抄録集 66th: 95, 2023.

川原知瑛子,川原知瑛子,福井翔一,川尻真也,川尻真也,道辻　徹,遠藤友志郎,辻　良香,清水俊匡,住吉玲美,西野文子,
古賀智裕,岩本直樹,川上　純：関節リウマチにおける高齢化の影響:多施設共同超音波検査コホート研究. 九州リ

ウマチ学会プログラム抄録集 66th:  2023.

井川　敬,來留島章太,池田聡司,松尾玲奈,佐藤智仁,道辻　徹,住吉玲美,清水俊匡,梅田雅孝,福井翔一,古賀智裕,川尻

真也,岩本直樹,玉井慎美,折口智樹,折口智樹,川上　純：免疫抑制療法と肺血管拡張薬の併用療法を導入した全身

性強皮症関連肺高血圧症(SSc-PAH)の一例. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 65th:  2023.

道辻　徹,岩本直樹,西畑伸哉,辻　良香,清水俊匡,福井翔一,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,井川　敬,玉井慎

美,折口智樹,川上　純：当院におけるANCA関連血管炎診療の実態. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 65th:  
2023.

辻　良香,古賀智裕,友川拓也,道辻　徹,梅田雅孝,岩本直樹,一瀬邦弘,川上　純：コルヒチン抵抗性/不耐を示す家

族性地中海熱患者におけるカナキヌマブの有効性と安全性に関する後方視的単施設研究. 日本臨床免疫学会総会

プログラム・抄録集 51回: 120, 2023.

小林慎一朗,井上悠介,永川寛徳,松本亮,原　貴信,岡田怜美,足立利幸,一ノ宮大雅,関野元裕,日高匡章,金高賢悟,原　

哲也,江口　晋：急性腹症手術症例の血中セルフリーDNA量に関する前向き観察研究. 日本腹部救急医学会雑誌 
43(2): 396, 2023.

足立利幸,井上悠介,岡田怜美,曽山明彦,小林和真,足立智彦,金高賢悟,江口　晋：脾彎曲授動の新たなアプローチ/
横行結腸間膜貫通法での脾彎曲授動. 日本大腸肛門病学会雑誌 76(9): A289, 2023.

川口雄太,井上悠介,三好敬之,足立利幸,岡田怜美,曽山明彦,足立智彦,小林和真,金高賢悟,江口　晋：直腸癌手術に

おける一時的回腸人工肛門造設術後の腎障害と予後への影響. 日本大腸肛門病学会雑誌 76(9): A199, 2023.

井上悠介,三好敬之,足立利幸,岡田怜美,小林和真,曽山明彦,足立智彦,金高賢悟,江口　晋：閉塞性大腸癌に対する

治療法の変遷と予後. 日本大腸肛門病学会雑誌 76(9): A158, 2023.

金高賢悟,小林慎一朗,猪熊孝実,三好敬之,足立利幸,岡田怜美,山下万平,今村一歩,原　貴信,松島　肇,井上悠介,足立

智彦,曽山明彦,江口　晋：「食道破裂の治療戦略/Treatment strategy for esophageal rupture」 地方大学病院における

特発性食道破裂8例の治療効果の検討. Japanese Journal of Acute Care Surgery 13(Suppl.): 80, 2023.

小林和真,丸屋安広,松隈国仁,井上悠介,岡田怜美,足立利幸,三好敬之,森田　道,久芳さやか,小坂太一郎,曽山明彦,足
立智彦,金高賢悟,江口　晋：CPT-11±bevacizumabは高齢者進行大腸癌の二次以上の化学療法レジメンとして有用

である. 日本癌治療学会学術集会抄録集 61回: O15, 2023.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.500 3.077 0.500 1.538

総計

0 0 0 0 2 0 15

B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b
学会

合計 総計

2023 39 0 0 0 1 2040 2 7 1 0 30 40

A-c

17

80

論文数一覧

A-a A-b A-e SCI合計 B-a

2023

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

125.600

17

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

9.662 6.280

B-a B-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b
学会

合計

2023

2023

道辻　徹,岩本直樹,西畑伸哉,辻　良香,清水俊匡,福井翔一,梅田雅孝,住吉玲美,井川　敬,古賀智裕,川尻真也,玉井慎

美,折口智樹,川上　純：当院のANCA関連血管炎診療の現状. 九州リウマチ 43(2):  2023.

辻　良香,古賀智裕,阪口立樹,友川拓也,松本章子,川上　純：潰瘍性大腸炎を合併するMEFV遺伝子関連腸炎にト

ファシチニブが著効した1例. 九州リウマチ 43(2): S53, 2023.

川原知瑛子,川尻真也,道辻徹,遠藤友志郎,辻　良香,清水俊匡,住吉玲美,西野文子,古賀智裕,岩本直樹,玉井慎美,一瀬

邦弘,川上　純：九州地区多施設共同超音波コホート研究(KUDOS)を用いた高齢者関節リウマチの解析. 九州リウ

マチ 43(1): S9, 2023.
松尾巴瑠奈,清水俊匡,古賀智裕,川上　純：抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎合併間質性肺炎に対しJAK阻害薬を使用し

た5例. 九州リウマチ 43(2): S64, 2023.

川口雄太,井上悠介,三好敬之,足立利幸,岡田怜美,曽山明彦,足立智彦,小林和真,金高賢悟,江口　晋：生活習慣病と

消化器疾患の関連性 心筋梗塞に伴う上腸間膜動脈塞栓症の1例を通して. 日本消化器病学会九州支部例会・日本

消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 122(116): 180, 2023.

嶋田　緑,谷口寛和,竹本真之輔,迎　寛：日本人集団における胸腺上皮腫瘍の遺伝子プロファイル：潜在的な治療

標的を調べる探索的研究. 日本がん分子標的治療学会学術集会プログラム・抄録集 第27回: 33, 2023.
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